
前期 推薦
北海道教育大 2 2
室蘭工業 2 1 1
東北 4 3 1
秋田 2 2
茨城 1 1
筑波 3 2 1
宇都宮 3 3
群馬 1 1
千葉 2 2
東京海洋 2 2
電気通信 5 5
東京 6 6
東京医科歯科 1 1
東京外語 1 1
東京学芸 2 2
東京農工 1 1
横浜国立 3 2 1
新潟 6 4 2
富山 1 1
金沢 1 1
山梨 教育人間 4 4

生命環境 3 3
工 8 5 3
医・医 6 6
医・看護 3 1 2

信州 10 7 3
静岡 6 3 3
愛知教育 1 1
京都 3 3
京都教育 1 1
会津 1 1
前橋工科 1 1
埼玉県立 1 1
首都大学東京 3 2 1
横浜市立 1 1
山梨県立 国際政策 6 4 2

人間福祉 3 3
看護 4 2 2

都留文 文・初等 2 2
文・国文 1 1
文・比文 1 1
文・現社 1 1

静岡県立 2 1 1
京都府立 1 1
神戸市外語 1 1
鳥取環境 1 1

124 85 39

内訳

合計

大学名 学部名 合計
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ハイライト
・平成 26 年度大学入試
合格速報

・入試総括

・新学年のスタート

・合格体験談

進路講演会

◇平成２６年度大学入試合格速報
－前期日程終了段階で国公立大学の合格数は１２４名－

3月･4月の進路関係行事

3/24(火)
合格体験談①②

進路講演会①②

3/25(水)
終業式･離退任式

4/7(火)
始業式・新任式

4/8(水)
入学式

4/9(木)
スタディサポート①②③

進路希望調査②③

4/10(金)
対面式

進路オリ①②③

4/11(土)
理社課外③

4/13(月)
校内実力試験③

学習法オリ①

図書館学習開始

4/14(火)
学習法オリ①

4/18(土)
理社課外③

4/24(金)
進路ガイダンス③

4/25(土)
理社課外③

4/26(日)
全統プレステージ③

4/29(水)
ＰＴＡ総会

学級懇談会

進路講演会

※○数字は学年を表します

・国公立大学（複数名合格した旧帝大、県内大学）
東京大学 ６名 京都大学（医・医1名） ３名

東北大学 ４名 山梨大学（医・医６名） ２４名

山梨県立大学 １３名 都留文科大学 ５名



出願者 合格 割合
Ａ 34 30 88%
Ｂ 50 33 66%
Ｃ 47 19 40%
Ｄ 16 3 18%
Ｅ 30 0 0%

合計 177 85

前期計

FRONTIER SPIRIT!

山梨県立甲府南高等学校

進路指導部

URL http://www.kofuminami-h.ed.jp
E-mail shinro@kofuminami-h.ed.jp

新学年のスタートに向けて ～３月から春休みにかけての生活が大事～

定期試験も終わり、３月２３日（月）までは原則通常授業となりますが、新学年がスタートする４月７日

までは約１ヶ月近くあります。部活動も冬季に比べれば本格化すると思いますが、この時期に今年度の学習

の見直しや苦手科目の克服、新年度に向けての予習などをやっておくと、４月以降の学習リズムが安定しま

す。１・２年生の皆さんは家庭学習時間をしっかり確保し、規則正しい生活を心がけてほしいと思います。
その際に心がけてほしいことが「３Ｃ」の実践です。春休みなどに家庭では思うように勉強がはかどらない

というのであれば、普段と同様に登校し、自習室で勉強してみる。これは学年が上がるという「変化＝ change」
に対応すること。うまく対応できたら｢継続＝ continue ｣してみて下さい。そして５０期生が夢をつかんだよ
うに志望校に「挑戦＝ challenge」し、自分自身の夢を実現しよう…！

◇５０期生の入試総括

合格体験談・進路講演会の予定

１・２年生を対象に合格体験談と進路講演会を実施します。合格体験談で

は、難関を見事に突破した卒業生に、日頃心がけたことや勉強の仕方などを

話してもらいます。合格した人にはそれなりの努力や工夫があるものです。

そうした成功例をただ真似るのではなく、そこから何が大事かを感じ取り、

自分の学習に取り入れていく姿勢が大切です。また進路講演会ではベネッセ

松崎様をお招きし、今春の大学入試状況、合格に向けて必要なことなどにつ
いて話してもらう予定です。

◇３月２４日（火） Ａ 旧帝、医・薬系望者

数学演習室

Ｂ 文系希望者

物理講義室

Ｃ 理系希望者

視聴覚教室

※ ３月１３日頃までにＡ～Ｃの聴講希望を調査します。

進路講演会講師 ベネッセコーポレーション 松崎 周平様

１年生 ２年生
１～２校時 進路講演会 合格体験談
３～４校時 合格体験談 進路講演会
５校時～ 生徒総会

今年度の入試を総括すると、私立大学の出願数が４年連続で増

加するなか、３月１０日現在で、早稲田大学８名・慶應大学６名

をはじめ、明治大学・中央大学各１５名、東京理科大学１４名、

法政大学１３名、立教大学７名、上智大学３名など、素晴らしい

成果を残してくれました。また、その後おこなわれた国公立大学

前期入試の結果については前頁に示したとおりです。右表はベネ
ッセのコンパスによる１０月記述模試・センター試験のドッキン

グ判定と実際の国公立前期２次試験の合否結果をあらわしたもの

です。例えばＡ判定だった生徒は３４名おり、そのうち合格した

生徒が３０名で、９割弱が合格したことになるとみてください。

表からＡ～Ｂ判定の生徒は多数合格し、Ｃ判定では４割程度、Ｄ判定以下になるとほぼ合格することが難

しい年だったことがわかります。国公立大学受験者１７７名中、約２人に１人が合格しましたが、その「合

格力」の源は２月の自由登校以降、さらには卒業式後も登校し、気を緩めず努力し続けた真摯さにあると

確信しています。全国の受験生と競い合い、合格を勝ち取るためには直向きに勉強と向き合うことが重要

です。１・２年生の皆さんはそうした５０期生を目の当たりにしてきたはずです。

なお、具体的な実績については本館２階３年１組前の廊下に掲示してありますので、皆さん方自身の目

で是非確認してみてください（本人から連絡があり、了承を得たもののみ）。また進路資料室の赤本や問題
集は貸し出しています。とくに２年生諸君は志望校の試験内容などを確認し、今後１年間の「見通し」を

たててみてはどうでしょうか？




